
ら
住
民
投
票
を
や
る
。『
大
阪

都
』
構
想
、
そ
れ
に
加
え
て
憲

法
改
正
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
総
理
に

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

総
選
挙
で
「
第
三
極
」
が
議

席
を
大
幅
に
減
ら
し
、
旧
日
本

維
新
の
会
か
ら
分
裂
し
た
次
世

代
の
党
は
公
示
前
の
19
議
席
か

ら
２
議
席
へ
と
激
減
す
る
中
、

橋
下
氏
が
共
同
代
表
の
維
新
の

党
は
41
議
席
と
公
明
党（
35
議

席
）を
上
回
る
勢
力
。
橋
下
氏

は
選
挙
後
、
都
構
想
実
現
や
い

っ
せ
い
地
方
選
に
専
心
す
る
と

し
て
共
同
代
表
を
辞
任
し
ま
し

た
が
、
い
っ
せ
い
地
方
選
後
に

は
復
帰
も
あ
り
う
る
と
さ
れ
て

■
都
構
想
を
評
価

　

安
倍
首
相
は
関
西
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
出
演
し
、

「
大
阪
都
」
構
想
に
つ
い
て

「
二
重
行
政
を
な
く
し
、
住
民

自
治
の
拡
大
の
た
め
に
意
義
は

あ
る
」
と
理
解
を
示
す
発
言
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

橋
下
氏
は
、
翌
15
日
の
定
例
会

見
で
「
た
い
へ
ん
あ
り
が
た

い
」「
僕
は
う
れ
し
く
て
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
」
と
喜
び
ま
し

た
。

　

昨
年
末
の
総
選
挙
で
自
民
・

公
明
与
党
が
衆
院
の
３
分
の
２

い
。
維
新
の
党
の
賛
成
で
多
数

を
構
成
で
き
れ
ば
い
い
」
と
協

力
を
求
め
た
こ
と
に
関
し
、
橋

下
氏
は
「
憲
法
改
正
は
絶
対
必

要
。
も
う
安
倍
総
理
に
し
か
で

き
な
い
」
と
ま
で
持
ち
上
げ
ま

し
た
。■

総
理
は
実
現
を

　
「
ま
あ
、
そ
の
予
行
演
習
で

す
よ
、『
大
阪
都
』
構
想
は
」

―
―
15
日
の
会
見
で
こ
う
語
っ

た
橋
下
氏
。「
大
阪
都
」
構
想

の
「
協
定
書
」
に
つ
い
て
、

「
憲
法
改
正
に
お
け
る
国
民
投

票
と
同
じ
よ
う
な
形
で
こ
れ
か

を
上
回
る
３
２
５
議
席
を
占

め
、
安
倍
首
相
は
、
首
相
指
名

後
の
会
見
で
「
戦
後
以
来
の
大

改
革
」
を
表
明
。
５
日
の
年
頭

会
見
で
は
26
日
開
会
の
通
常
国

会
を
「『
改
革
断
行
国
会
』
に

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣

議
決
定
」
に
基
づ
く
安
全
保
障

法
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
や
、

戦
後
70
年
の
首
相
談
話
を
発
表

す
る
意
向
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
の
安
倍
発

言
。
憲
法
改
正
の
発
議
に
つ
い

て
「
与
党
だ
け
で
は
で
き
な

○
…
世
界
で
は
自
ら
の
命

を
落
と
し
て
で
も
難
題
に

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
態
が
多
数
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
で

は
、
震
災
直
後
に
あ
れ
だ

け
「
頑
張
ろ
う
日
本
」「
頑

張
ろ
う
東
北
」「
絆
」
と
叫

ば
れ
て
い
た
の
に
、
が
れ

き
処
理
に
な
っ
た
ら
一
斉

に
拒
絶
。
全
て
は
憲
法
９

条
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
２
０
１
２
年
２
月

24
日
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
）

○
…
憲
法
96
条
の
改
正
は

し
っ
か
り
と
や
り
、
憲
法

０
１
３
年
３
月
30
日
、
日

本
維
新
の
会
第
１
回
党
大

会
）

○
…
日
本
維
新
の
会
綱
領

「
日
本
を
孤
立
と
軽
蔑
に

貶
め
、
絶
対
平
和
と
い
う

非
現
実
的
な
共
同
幻
想
を

押
し
付
け
た
元
凶
で
あ
る

占
領
憲
法
を
大
幅
に
改
正

し
、国
家
、民
族
を
真
の
自

立
に
導
き
、
国
家
を
蘇
生

さ
せ
る
」（
２
０
１
３
年
３

月
13
日
、第
１
回
党
大
会
）

○
…
維
新
の
党
の
基
本
政

策
「
憲
法
改
正
発
議
要
件

（
96
条
）の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、
国
民
的
な
憲
法
議
論

を
喚
起
」

９
条
に
つ
い
て
は
国
民
投

票
を
考
え
て
い
ま
す
。
２

年
間
の
議
論
期
間
を
設
け

て
国
民
投
票
。
こ
の
２
年

の
間
に
徹
底
し
た
国
民
議

論
を
や
る（
同
）

○
…
憲
法
前
文
の
「
平
和

を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正

と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ

れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保

持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」

と
の
一
節
に
触
れ
、「
信

頼
す
る
だ
け
で
安
全
と
生

存
を
保
持
す
る
な
ん
て
、

あ
り
え
な
い
」
と
攻
撃
。

「
日
本
国
民
が
安
全
保
障

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が

な
い
。
こ
こ
が
元
凶
」（
２

い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
公
明
党
府
本
部
が

党
本
部
や
創
価
学
会
の
要
請
で

「
都
構
想
は
反
対
だ
が
、
住
民

投
票
は
協
力
す
る
」
と
態
度
を

急
変
、
法
定
協
議
会
で
の
「
協

定
書
」
議
決
で
橋
下
・
維
新
の

会
を
助
け
ま
し
た
。
背
景
に
政

権
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
も
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
井
知
事
も
19
日
に
首
相
官

邸
で
菅
義
偉
官
房
長
官
と
面
会

し
、「
協
定
書
」
が
府
市
両
議

会
で
議
決
さ
れ
、
５
月
に
も
そ

の
是
非
を
問
う
「
住
民
投
票
」

が
行
わ
れ
る
見
通
し
だ
と
説

明
。
菅
氏
は
「
東
京
と
大
阪
の

２
極
を
つ
く
る
こ
と
は
、
日
本

の
成
長
の
た
め
に
も
意
義
が
あ

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

■
改
憲
を
掲
げ
て

　

橋
下
氏
は
国
政
政
党
結
成
に

動
き
出
し
た
２
０
１
２
年
当
時

か
ら
、「
憲
法
改
正
～
決
定
で

き
る
統
治
機
構
の
本
格
的
再
構

築
～
」（「
維
新
八
策
」）を
公
然

と
掲
げ
、
憲
法
改
正
の
発
議
要

件（
96
条
）の
緩
和
や
憲
法
９
条

の
改
正
を
問
う
「
国
民
投
票
」

な
ど
を
主
張
し
、
安
倍
政
権
の

補
完
勢
力
ぶ
り
を
あ
ら
わ
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
橋
下
氏
は
憲
法
９
条
を

敵
視
す
る
発
言
を
行
う
だ
け
で

な
く
、「
安
倍
さ
ん
と
共
通
す

る
の
は
教
育
、
憲
法
観
」（
２
０

１
２
年
８
月
）な
ど
と
発
言
。

昨
年
末
の
総
選
挙
で
も
投
票
日

前
日
の
街
頭
演
説（
12
月
13

日
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
前
）で
、

「
野
党
に
総
理
を
務
め
ら
れ
る

メ
ン
バ
ー
は
誰
一
人
い
な
い
。

安
倍
さ
ん
で
結
構
だ
。
自
民
党

で
結
構
だ
」
な
ど
と
叫
ん
で
い

ま
し
た
。

　

大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長（
大
阪
維
新
の
会
代
表
）と
安
倍
首
相
が
、
改
憲
で
意
気
投

合
し
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
が
憲
法
改
正
の
発
議
で
維
新
の
党
の
協
力
を
求
め
れ

ば
、「
協
力
も
何
も
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
も
し
ま
す
」
と
橋
下
氏
。
両
者
を
結
ぶ

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
大
阪
都
」
構
想
。
橋
下
氏
は
、
大
阪
市
を
廃
止
・
解
体
す
る
特
別

区
設
置
の
「
協
定
書
」
の
「
住
民
投
票
」
を
“
憲
法
改
正
の
予
行
演
習
”
と
ま
で
言

い
放
ち
、
危
険
な
改
憲
パ
ー
ト
ナ
ー
ぶ
り
を
隠
そ
う
と
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
大
阪
都
」
構
想
を
な
ん
と
し
て
も
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
、
シ
ー
ル
投
票
に
よ
る
対
話
や

宣
伝
に
取
り
組
む
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
と
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
の
人
た
ち

＝
18
日
、
大
阪
市
中
央
区
内

憲法改悪へ意気投合橋下市長
安倍首相

都
構
想
は
改
憲
の
予
行
演
習
―
―
橋
下
氏

維
新
の
党
に
協
力
を
得
た
い
―
―
安
倍
氏

橋
下
語
録
な
　
　
ど

か
ら

なんとしても都構想ストップを

がれき処理進まないのは９条のせい

元凶である占領憲法を大幅改正する
第３次安倍内閣の発足を報
じる各紙

「都構想を実現する」と語
る橋下氏＝５日

shikai
テキストボックス
（2015年1月25日付大阪民主新報）



